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現代の日本の政治及び国際政治の動向について

関心を高め、基本的人権と議会制民主主義を尊重

し擁護することの意義を理解させるとともに、民

主政治の本質について把握させ、政治についての

基本的な見方や考え方を身に付けさせる。 

 

ア 民主政治の基本原理と日本国憲法 

日本国憲法における基本的人権の尊重、国民

主権、天皇の地位と役割、国会、内閣、裁判所

などの政治機構を概観させるとともに、政治と

法の意義と機能、基本的人権の保障と法の支配、

権利と義務の関係、議会制民主主義、地方自治

などについて理解させ、民主政治の本質や現代

政治の特質について把握させ、政党政治や選挙

などに着目して、望ましい政治の在り方及び主

権者としての政治参加の在り方について考察さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 現代の国際政治 

  国際社会の変遷、人権、国家主権、領土など

に関する国際法の意義、国際連合をはじめとす

る国際機構の役割、我が国の安全保障と防衛及

び国際貢献について理解させ、国際政治の特質

や国際紛争の諸要因について把握させ、国際平

和と人類の福祉に寄与する日本の役割について

考察させる。 

 

 

 

 

 

 

・ホッブズ、ロック、ルソーがそれぞれ説いた社会契約

説の内容について知り、相違点を理解する。 

・日本国憲法が基本的人権の尊重、国民主権、平和主義

を三大原理としていることについて理解し、大日本帝国

憲法と日本国憲法の異同を理解する 

 

・日本国憲法の条文を踏まえて、国会、内閣、裁判所の

諸機能について知る。関係諸国の政治体制と比較するこ

とができる。 

・現代社会における権利相互の衝突に際しては、司法に

よる調整や判決が下されることや、裁判員制度があるこ

とを知る。 

・我が国における議会制民主主義が、日本国憲法に明記

された国民主権と、国会を国権の最高機関と位置付ける

政治制度を土台に、国民代表制と多数決の原理に基づく

議会を通じて運営されていることを知る。 

・民主政治の本質は、主権者である国民の同意に権力の

正統性を求める政治であり、一方、現代政治の特質とし

て、国民の価値観が多様化する中で、政府による利害調

整の働きへの期待が大きくなっていることを知る。 

・人権、国家主権、領土に関する国際法上の規定や、国

際平和に向けた各国の協調的な取組が重要であることを

知る。 

 

 

 

・国際連合の主要な機関の名称と役割について知る。 

・我が国の安全保障における日米安全保障条約のもつ意

義や、自国の防衛と国際社会の平和と安全に向けて自衛

隊が果たしている役割などについて知る。 

・グローバル化が進展する国際社会において、我が国に

求められる、国際平和の実現に向けた人的・経済的な貢

献の在り方について知る。 
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現代の日本経済及び世界経済の動向について関

心を高め、日本経済のグローバル化をはじめとす

る経済生活の変化、現代経済の仕組みや機能につ

いて理解させるとともに、その特質を把握させ、

経済についての基本的な見方や考え方を身に付け

させる。 

 

ア 現代経済の仕組みと特質 

  経済活動の意義、国内経済における家計、企

業、政府の役割、市場経済の機能と限界、物価

の動き、経済成長と景気変動、財政の仕組みと

働き及び租税の意義と役割、金融の仕組みと働

きについて理解させ、現代経済の特質について

把握させ、経済活動の在り方と福祉の向上との

関連を考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 国民経済と国際経済 

 貿易の意義、為替相場や国際収支の仕組み、国

際協調の必要性や国際経済機関の役割について理

解させ、グローバル化が進む国際経済の特質につ

いて把握させ、国際経済における日本の役割につ

いて考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経済活動とは、何かを知る。 

・現代の国民経済を構成する主要な経済主体である家計、

企業、政府の機能と役割について知る。 

・市場経済の仕組みについて、完全な自由競争市場にお

ける、価格の自動調整機能や、均衡価格が成立し、経済

資源の効率的な配分が実現されることを知る。また、市

場の失敗があることを知る。 

・物価や景気の変動が国民生活に大きな影響を与えるこ

とや、国民生活を向上させるには、経済成長と物価の安

定が必要であることについて知る。 

・政府による経済活動のことを財政と呼び、国民から徴

収した税金等を財源として様々な公共支出が行われてい

ることや、国民経済における租税の意義と役割について

知る。 

・金融市場における直接金融と間接金融の違いや、現代

の管理通貨制度の仕組みと中央銀行（日本銀行）の機能

などについて知る。 

・現代経済の特徴について、我が国をはじめ世界の多く

の国々の経済体制が、混合経済と呼ばれる仕組みから成

り立っていることを知る。 

・経済活動の在り方と福祉の向上との関連について、経

済発展を優先する効率性を重視した考え方と、福祉向上

に求められる公平性を重視した考え方は両立させること

が難しいことを知る。 

 

・国際分業における貿易の意義と変動相場制の基本的な

仕組みを知る。円高、円安とその影響を知る。 

・関税と貿易に関する一般協定（ＧＡＴＴ）を引き継い

で設立された世界貿易機関（ＷＴＯ）の主な役割や、国

際通貨基金（ＩＭＦ）が戦後の世界経済に果たしてきた

役割について知る 

・国際的な地域経済統合の動きとして、欧州連合（ＥＵ）

について成立の経緯も含めて知る。 
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政治や経済などに関する基本的な理解を踏ま

え、持続可能な社会の形成が求められる現代社会

の諸課題を探究する活動を通して、望ましい解決

の在り方について考察を深めさせる。 

 

ア 現代日本の政治や経済の諸課題 

 少子高齢社会と社会保障、地域社会の変貌と

住民生活、雇用と労働を巡る問題、産業構造の

変化と中小企業、農業と食料問題などについて、

政治と経済とを関連させて探究させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 国際社会の政治や経済の諸課題 

 地球環境と資源・エネルギー問題、国際経済

格差の是正と国際協力、人種・民族問題と地域

紛争、国際社会における日本の立場と役割など

について、政治と経済とを関連させて探究させ

る。 

 

 

 

・南北問題とその解決のための具体的方策について、国

連貿易開発会議などの国際機関の動きを中心に知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・我が国が少子高齢社会を迎えて、様々な面で国民経済

に大きな影響が出始めていることや、医療や年金など社

会保障費の財政負担の増大が大きな問題となっているこ

とを知る。 

・雇用と労働を巡る問題について、少子高齢化や産業構

造の変化、規制緩和の進展などにより、就業形態が多様

化し労働市場が大きく変化していることを知る。 

・我が国における産業構造の変化について、急速な技術

革新や情報化が進展するなど、経済のソフト化・サービ

ス化が進んでいることや、中小企業と大企業との間に

様々な格差が存在していることなどを知る。 

・農業と食料問題について、日本の食料自給率が他の先

進国と比べて極めて低いことや、農業に対する様々な規

制や補助金の問題、農業従事者の高齢化問題など、日本

の農業をめぐる諸課題について知る。 

・国際経済格差の是正と国際協力について、先進国と発

展途上国との経済格差が拡大する南北問題と、発展途上

国間において経済的格差が広がる南南問題があり、これ

らの問題解決のために国際な取組が行われていることを

知る。 

 

・人種・民族問題等について、それぞれの人種・民族は

それぞれの固有の文化や宗教などをもっており、その違

いや経済的な格差が、時として相互の反感や差別と結び

付き、人種･民族問題を発生させていることについて知

る。 

・国際社会における日本の立場と役割について、これま

で我が国が実施してきた政府開発援助（ＯＤＡ）や国連

平和維持活動（ＰＫＯ）の実績などを踏まえて、今後も

国際社会に貢献していくことが重要であることを知る。 
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